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参考 1．災害時要援護者の支援技術方策に関する検討会 

 

参考 2．住民との協働に向けたワークショップの取り組み（例） 

参考 2.1 事前の企画ノート（例） 

参考 2.2 当日の配布資料（例） 

参考 2.3 後日の結果報告資料（例） 
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参考 4. 本手引きの災害全般への適用性 
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付録 1．用語解説 
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